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平成２７年１月１２日

平成２７年度 全国学力・学習状況調査の結果について
萩市教育委員会

平成２７年度全国 平成２７年度全国学力・学習状況調査（平成２７年４月２１日実施）の

学力・学習状況調 結果についてお知らせします。

査 本調査は、児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析するとともに、児

童・生徒への教育指導の充実や学習状況等の改善に役立てることを目的と

し、 小学校６年生と中学校３年生を対象に実施しています。本年度は、

国語、算数・数学に加えて３年ぶりに理科が実施されました。

山口県の結果 【小学校】 【中学校】

区分 平均正答率（％） 区分 平均正答率（％）

山口県 全 国 山口県 全 国

国語Ａ ７２．１ ７０．０ 国語Ａ ７６．４ ７５．８

国語Ｂ ６７．５ ６５．４ 国語Ｂ ６６．３ ６５．８

算数Ａ ７７．１ ７５．２ 数学Ａ ６５．３ ６４．４

算数Ｂ ４６．４ ４５．０ 数学Ｂ ４２．４ ４１．６

理 科 ６２．７ ６０．８ 理 科 ５３．０ ５３．０

※Ａ問題（主として「知識」に関する問題）Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）

※調査問題の詳細は、国立教育政策研究所の「平成２７年度全国学力・学習状況調査

の調査問題について」で閲覧することができます。

（URL http://www.nier.go.jp/15chousa/15mondai.htm）

萩市の結果 【萩市立小・中学校児童・生徒の平均正答率と全国平均との比較】

全体の結果 ○小学校

国語のＡ・Ｂ、算数Ａ、理科で全国平均を上回り、算数Ｂは全

国平均とほぼ同じでした。

○中学校

国語のＡ・Ｂ、数学のＡは全国平均を上回り、数学Ｂと理科は

全国平均を下回りました。

○経年変化

本市児童・生徒の平均正答率の全国比を経年的に見ていくと、年度

による変動はあるものの、小学校においては学力向上の傾向が表れて

います。中学校においては、本年度はやや低下傾向が見られますが、

経年的に見ていくと、ほぼ全国平均並の学力を維持しています。

今後、国語Ａ・Ｂ、算数・数学Ａ・Ｂ、理科のいずれの区分におい

ても、恒常的に全国平均を上回るよう、日々の授業改善を行っていく

とともに、児童・生徒の学力向上をめざすことが求められます。
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各教科の結果 〇相当数の児童・生徒ができている点 △課題がみられる点

〇第５学年までに学習した漢字を読むこと

小学校 〇説明の文章の書き方の工夫を捉えること

〇目的に応じ、文章の内容を的確に押さえながら要旨を捉えること

国 語 △新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉えること

△目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くこと

〇式で表現された数量の関係を図と関連付けて理解すること

小学校 〇図形の性質を基に、平行四辺形を構成できる辺の組み合せを選ぶこと

△比較量と割合から基準量を求めること

算 数 △長方形の面積を二等分する考えを基に、分割された図形の面積が等し

くなる理由を記述すること

〇メダカの雌雄を見分ける方法を理解すること

小学校 △実験・観察器具の適切な使い方を身に付けること

理 科 △析出する砂糖の量について分析するために、グラフをもとに考察し、

その内容を記述すること

〇相手の反応を踏まえて話すこと

中学校 〇文章から適切な情報を得て、考えをまとめること

△品詞の類別について理解すること

国 語 △複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くこと

△根拠を明確にして、自分の考えを書くこと

〇比の意味を理解すること

〇計算のきまりにしたがって、正の数と負の数の計算すること

中学校 〇与えられた投影図から空間図形を読み取ること

△数量の関係を文字式に表すこと

△証明の必要性と意味を理解すること

数 学 △事象を式の意味に即して理解し、数学的な表現を用いて説明すること

△問題解決の方法を図形の性質や、表・式を用いて説明すること

△判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

〇塩化ナトリウムの化学式を表すこと

中学校 △雲の成因について他者の考察を検討・改善し、正しく説明すること

△課題に対して、的確な実験を計画すること

理 科 △オームの法則を使って、抵抗の値を求めること

△磁界の変化による現象の変化について、説明すること
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生活・学習状況に 【望ましい状況】

ついて（児童・生 〇「自分にはよいところがある」という子どもの割合は、全国や県と

徒質問紙の回答結 比べて高い。

果） 〇「学校に行くのは楽しい」という子どもの割合は、全国や県に比べ

て高い。

〇地域の行事に参加している子どもの割合は全国や県と比べて高い。

【課題とみられる状況】

△平日の学校の授業時間以外での学習時間は、中学校では１時間以上

学習する子どもの割合が全国と比べて低い。

△平日に１日あたり２時間以上テレビ等の視聴をする小学生の割合

は、全国や県と比べて高い。特に４時間以上視聴する小学生が２０

％程度いる。

△授業で分からないことをそのままにしている小・中学生の割合が５

％程度いる。

今後の取組につい １ 全小・中学校における成果と課題の分析及び課題解決に向けた取組の

て 推進

各小・中学校では、それぞれの結果をもとに、児童・生徒の学力や学習

状況を把握するとともに、一人ひとりの課題や、全体的な課題を分析し、

授業改善や補充学習等、日々の教育活動の改善に努めます。

萩市教育委員会は、各学校と成果と課題を共有し、課題解決に向けた取

組の具体について情報提供や指導助言を行っていきます。また、学力向上

に向けた研修会を行っていきます。

２ 授業改善への支援－わかる・できる・楽しい授業の構築

各教員配付の「萩市の学力向上をめざして」～萩市重点取組事項チェッ

クリストをもとに授業づくりや授業研究を行い、日々の授業改善を図りま

す。特に、「『めあて』『学習課題』の提示から始まり、『まとめ』『振り返

り』（授業評価）までを確実に行うこと」や、「児童・生徒が同士がかか

わり合いながら、学習内容に迫る言語活動を行うこと」、「未定着な内容

についての補充学習を行うこと」「全国学力学習状況調査の結果から課題

とみられた学習内容について授業研究を行うこと」を重視していきます。

３ 家庭・地域との連携

本市は保護者や地域の方が大変協力的で学校の教育活動に大きな活力を

与えています。今後もコミュニティ・スクールの推進により、各学校の取

組や児童・生徒の学力や学習の状況を学校だより等で積極的に情報発信し

たり、学校運営協議会の方を交えた授業研究の協議会を行ったりして、連

携を強めていきます。

保護者の皆様方には、各学校から配布される「家庭学習の手引き」等を

参考にされ、休日も含め家庭学習の習慣化と時間の保障について御協力を

お願いします。

また、小学生の課題としてテレビの視聴時間が長いことが挙げられます。

小学校・中学校を問わず、学習に向かう心と体を支えるには、生活リズム

を整えることが必要です。生活リズムの改善に向けて御協力をお願いしま

す。
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参考資料

小学校 国語 〇相当数の児童ができている点 △課題がみられる点

〇第５学年までに学習した漢字を読むこと

〇説明の文章の書き方の工夫を捉えること

〇目的に応じ、文章の内容を的確に押さえながら要旨を捉えること

△新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉えること

△目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くこと

（例）△ 新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉えること

授業改善のポイント

「引用」とは、本や文章の一節や文、語句などを引いてくることであり、かぎ（「 」）でくく

ることなど、引用の仕方を指導するとともに、引用にしたことについて、自分の思いや考えを書

くことなども指導する必要があります。

実生活において、生きて働く国語の力として、目的に応じて、適切に引用できるようになることは大

切です。その際、「自分の考えを補説したい」「読み手を納得させたい」などの目的意識をもたせるよう

にすることが重要になります。

【国語A 問５一：正答】

正答は、(２，４)です。

「２」または「４」のようにどちらか一方だけを

解答した誤答が多くありました。

【国語A 問５二：正答】

正答は、「読書という」です。

筆者の思いや考えが書かれている５のまと

まりから選んでいる誤答が多くありました。
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小学校 算数 〇相当数の児童ができている点 △課題がみられる点

〇式で表現された数量の関係を図と関連付けて理解すること

〇図形の性質を基に、平行四辺形を構成できる辺の組み合せを選ぶこと

△比較量と割合から基準量を求めること

△長方形の面積を二等分する考えを基に、分割された図形の面積が等しくなる理由を記述す

ること

（例）△比較量と割合から基準量を求めること

２

授業改善のポイント

日常生活においては、２０％増量、３０％値引きなど、割合が様々な場面に用いられています。

その意味を理解するためには、基準量と比較量、割合の関係を的確に捉えることが大切です。

例えば、増量前の量を□とし、２０％増量した後の量が４８０ ml であることを図や数直線で表すな
どして、数量の関係を整理して捉えた上で、増量前の量を求めるなどの指導が有効です。

【算数Ｂ 問２（２）問正答】

次のように解答したものが正答です。

（式）４８０÷１．２

□×１．２

４８０÷１２０×１００

（増量後のせんざいの量）÷１.２

（答え）４００

誤答には、４８０×０．８と増量後の量を基準

量として２０％減量したものを増量前の量に捉え

ているものや、２０％増量前後の数量の変化を捉

えることができずに、問題に示された量と割合を

乗除の式に表そうとしているものが多くありまし

た。
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小学校 理科 〇相当数の児童ができている点 △課題がみられる点

〇メダカの雌雄を見分ける方法を理解すること

△実験・観察器具の適切な使い方を身に付けること

△析出する砂糖の量について分析するために、グラフをもとに考察し、その内容を記述する

こと

（例）△析出する砂糖の量について分析するために、グラフをもとに考察し、その内容を記述

すること

授業改善のポイント

析出する砂糖の量について、グラフをもとに考察して分析するためには、水に溶ける量の変化とそ

の要因となる温度とを関係付けて考えることが重要です。そのためには、まず水の温度を上げて物が溶

ける様子を観察したり、温度を下げて析出する様子をじっくり観察したりする学習経験を保障し、実感

を伴って理解することが大切です。また、「１０℃まで温度を下げれば、今の２倍くらい出てくるはず

だ」と、析出する量を予想するなど、予想や考察と具体的な数値と結びつけながら考える活動を行うこ

とが有効です。

【理科 問３（６）正答】

２(約７５ｇ)と解答し、次の①、②のすべてを記述

しているものが正答です。

①「（５℃まで冷やすと）１８５gまでしかとけない」

など、グラフに示された砂糖の溶ける量のうち、５

℃で１８５gまでしか溶けないことを示す趣旨を解答

しているもの。

②「とけきれなくなって出てくるのは、５０℃と５℃

のときのとける量の差」など、５０℃で溶ける砂糖

の量２６０gと５℃で溶ける砂糖の量１８５gとの差

や、５０℃のときと、５℃のときの溶ける量の変化

を示す趣旨を解答しているもの

３と解答した誤答が多くありました。これは５℃の

水に溶ける砂糖の量のみをグラフから読み取って判断

したものと考えられます。温度によって砂糖がとける

量が変化し、温度が下がることによって溶けていた砂

糖が析出することを捉えることができていないものと

考えられます。
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中学校 国語 〇相当数の生徒ができている点 △課題がみられる点

〇相手の反応を踏まえて話すこと

〇文章から適切な情報を得て、考えをまとめること

△品詞の類別について理解すること

△複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くこと

△根拠を明確にして、自分の考えを書くこと

（例）複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くこと

授業改善のポイント

多様な情報に触れながら問題意識をもったり、新たな発想を得たりするためには、複数の本や資料

から得た情報を自分と結びつけて考える学習経験が必要です。また、自分の考えを深めたり広げたりす

るために、図書館やインターネット等を利用し、主体的に情報を探すことも必要です。

【国語Ｂ 問２三：正答】

次の①～⑤を満たしているものが正答です。

①【A ウェブページの文章】【B 日本の人口推移を

表したグラフ】【C 雑誌の記事の一部】の中から、

いずれか２つを選んでいること

②選んだ２つの資料の内容を適切に取り上げているこ

と

③2020年の日本がどのような社会になっているかを予

想して具体的に書いていること

④社会にどのように関わっていきたいかを具体的に書

いていること

⑤８０文字以上１２０文字以内で書いていること

誤答では、①、②、③、⑤を満たしているものの、

④を満たしていないものが多くみられました。

問われていることを的確に捉えられていなかった

り、2020年の社会に、自分がどのように関わっていき

たいかを具体的に書くことができなかったりしたこと

が考えられます。
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中学校 数学 〇相当数の生徒ができている点 △課題がみられる点

〇比の意味を理解すること

〇計算のきまりにしたがって、正の数と負の数の計算すること

〇与えられた投影図から空間図形を読み取ること

△数量の関係を文字式に表すこと

△証明の必要性と意味を理解すること

△事象を式の意味に即して理解し、数学的な表現を用いて説明すること

△問題解決の方法を図形の性質や、表・式を用いて説明すること

△判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること

（例）事象を式の意味に即して理解し、数学的な表現を用いて説明すること

授業改善のポイント

日常的な事象における３つの数量の関係について、変化しない数量を定数とみて、残り２つの数量

（独立変数・従属変数）の関係について考える場面を設定したり、それらを表した式の数学的な意味を

考えるように指導したりことが大切です。

【数学Ｂ 問１（３）：正答】

（イ）を選択し、次の（a）（b）のいずれかを記述し

ているものが正答です。

（a）映像の明るさが投影面積の反比例すること

（b）文字や数値を用いて、投影画面の面積を１／２倍

にすると映像の明るさはいつも２倍になること

誤答には、「（イ）を選択できているが理由ができ

ない」といったものが多く見られました。事象は理解

できても、式と結び付けて捉えることができなかった

ことが考えられます。
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中学校 理科 〇相当数の生徒ができている点 △課題がみられる点

〇塩化ナトリウムの化学式を表すこと

△雲の成因について他者の考察を検討・改善し、正しく説明すること

△課題に対して、的確な実験を計画すること

△オームの法則を使って、抵抗の値を求めること

△磁界の変化による現象の変化について、説明すること

（例）雲の成因について他者の考察を検討・改善し、正しく説明すること

授業改善のポイント

科学的な思考力や表現力を育成する上で、考察などをより適切にするために、検討して改善する活

動を行うことは大切です。その際、多面的、総合的に思考できるようにすることが求められます。例え

ば、上記の問題のように複数の資料を用いて、考察する学習場面を仕組むことも有効です。その際、事

象を考えるために必要な概念が形成されていない生徒もいますので、既習事項を復習したり、掲示した

りしながら、それらの知識を活用し、どの生徒も学習に主体的に参加できるように配慮することが大切

です。

【理科 問２ (３)：正答】

(エ)を選択し、書き直したものが、次の（a)（b）を

満たしているものが正答です。

（a）水蒸気が水滴（氷の粒）に状態変化することにつ

いて記述している。

（ｂ）水蒸気が冷やされることに付き記述している。

誤答としては、(イ)(ウ)を選択したものが多くみら

れました。これは空気と体積と気温の関係を理解でき

ていないことが考えられます。

また、（エ）を選択したものの、適切に書き直すこ

とはできなかったものも多く見られました。これから

の多くが、水の状態変化に関する知識を身につけてい

なかったり、雲が水滴であると理解されていなかった

りすることが原因として考えられます。


